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酔
眸
皿
　
静
船
レ

　

ハ
＝
ツ
　
　
）
し
　
　
１
″
Ｌ
　

バ
ド
は

鳳
悩

眠
巧

田
Ш囲

曇
界

こ
の
仲
間
が
発
足
し
て
一
年
、
今
そ
の
成
果
が
出
た
。

初
め
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
か
の
検
討
を
し
た
が
、
既
刊
の
歴
史
書
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
そ
れ
に
漏
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
上
げ
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

特
に
地
域
の
年
表
を
整
え
る
事
が
重
要
と
し
て
そ
の
面
に
も
留
意
し
た
の
で
、
従
来
の

お
国
自
慢
的
な
郷
土
史
か
ら
の
脱
皮
と
し
て
の
鳥
離
図
的
な
又
客
観
的
な
も
の
の
新
し
い

姿
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

歴
史
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
空
気
に
従
っ
て
、
資
料
の
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
は
探
り
得
た
資
料
の
原
形
を
可
能
な
限
り
残
し
て
、
次
代
の
検
討
の
資
に
附
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
と
も
と
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
昔
か
ら
史
書
は
大
上
段
に
振
り
被
っ
た
の
が
多
く
、

庶
民
の
息
づ
か
い
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
の
で
、
庶
民
的
な
も
の
も
又
必
要
と
考
え

て
い
た
の
で
、
こ
の
資
料
は
そ
の
意
味
で
底
辺
へ
の
眼
差
し
で
捕
ら
え
た
気
が
す
る
。

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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コ
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〓

〓

科
＝

―゙
し

ま
の

レ
に

秋
津
地
区
　
語
り
部
学
習
会

摩
”
皿
勝
勝
レ
バ
リ

）
し
１
こ

が
ほ

一
　

ふ

る

さ

と

秋

津

の

す

が

た

二

　

文

化

財

マ

ッ

プ

マ
ッ
プ

一
覧
表

…
…

〓

一
　

襲
収
一げ
隆
ｍ
川
」Ｙ
（鳳
悩
一離
期

〔考
古
遺
跡
〕

下
津
代
里
遺
跡

沼
山
津
員
塚

〔寺

社
〕

３
　
竹
内
神
社

　

（た
け
の
う
ち
神
社
）

―
―
―

４
　
中
無
田
熊
野
座
神
社

…

５
　
光
輪
寺

　

（か
み
の
寺
）

６
　
浄
福
寺

　

（し
も
の
寺
）

〔堂
　
宇
　
〕

７
　
妙
見
社

　

（妙
見
さ
ん
）

中
津
代
里
薬
師
堂

（堂
ん
前
の
観
音
さ
ん
）

下
津
代
里
稲
荷
社

驚
観
音
堂

‐

野
間
薬
師
堂

21  111 10 9 8

松
野
國
策

次

11    11   8 7    425 22 22 21 20    19 17 13 12 11

１２
　
新
村
の
天
満
宮

〔石
造
物
　
〕

水
神
さ
ん

―

ｏ
中
無
田
石
塔
水
神

ｏ
中
無
田
間
島
水
神

・―
―

ｏ
中
無
田
野
間
橋
際
水
神

‘

〇
沼
山
津
水
神

…
…
…
―
‐

○
突
井
戸
水
神

地
蔵
群
○
上
津
代
里
．
外
村
組
地
蔵

‐
…
…
…

〇
上
津
代
里
．
内
村
組
地
蔵

○
中
津
代
里
地
蔵
群

東
小
路
地
蔵

中
小
路
地
蔵

西
小
路
地
蔵

ｏ
中
津
代
里

（光
岡
氏
方
）
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
．
北
村
組
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
．
須
崎
組
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
。
彼
岸
花
地
蔵

（現
存
し
な
い
）
―

○
中
無
田
地
蔵
群

…
…
…
…

上
の
丁
下
組
地
蔵

上
の
丁
上
組
地
蔵

下
の
丁
地
蔵

‥
―

ｏ
新
村
地
蔵

新
村
の
弘
法
大
師

・…
…
…

三
宝
大
荒
神

…
…
…
…
…
…
…
…
‐

上
津
代
里
石
造
物

（酒
井
氏
方
）

33 32 31 30 29 28 27    26 25 24 23 22 21 20    19 18    17 16 15 14 13

46 45 44 43 42 41 39 39 39 38 37 37 37 36 35 35 35 34 33 32 31 29 28 26 26    25
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３４
　
中
津
代
里
墓
地
と
板
碑
群

…
…
…

３５
　
光
永
家
墓
地

‥
―
‐
―
…
…
―
―
‥

〔史

跡
〕

59 58 57 56 551 5_4 53 52 51 50 49 48 47 46    .45 44 43 42    41 40 39 38 37 136

小
楠
公
園

四
時
軒
　
　
〔市
指
定
有
形
文
化
財
）

四
時
軒
跡

　

〔市
指
定
史
跡
〕
…
―

沼
山
津
手
永
会
所
跡

の

間
島

水
路
跡
○
万
蔵
堀

（万
蔵
井
手
）
跡

○
新
左
衛
門
堀

（し
ん
じ
ゃ
堀
）
跡

○
裏
井
手
跡

―
…
…

新
左
衛
門
の
墓
と
記
念
碑

…
…
…

堰
跡
と
堰
回
想

○
秋
田
堰
跡

…
…

○
し
ん
じ
ゃ
堀
の
堰
跡

‐
…

○
計
路
堰
跡

…

○
鶯
川
の
堰
跡

‐
―
，―
―
―

〇
沼
山
津
堰
跡

‐

○
突
井
戸

‥
―
―

鶯
城
跡

秋
津
村
役
場
跡

・
秋
津
支
所
跡

‐
―
―
―

秋
田
村
元
標
跡

沼
山
津
村
元
標
跡

―
―

沼
山
津
校
跡

秋
田
　
校
跡

止
田
龍
二
郎
先
生

（か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
）
の
碑

耕
地
整
理
記
念
碑

…
―
―
―

舟
運

中
」い

沼
山
津
舟■日
″万
跡

69 68 67 67 66 66 64 63 63 62 62 61 60 59 59 57 56 56 56 55 54‐  54 51 51 50 48
７
‥

′

一

Ａ
ｖ

И

一

6  5

79 78 78 78 77 75 75    73

６０
　
圃
場
整
備
工
事
完
成
記
念
碑

〔寺

社
〕

１
　
西
無
田
雨
宮
神
社

‥
―
‐
―
…
…
‐

〔石
造
物
〕

西
無
田
地
蔵
群

１

…
…
…
…
…
‐

０
乙

●
０

１
４

〇
西
無
田
馬
頭
観
音
等
地
蔵
三
体

〇
西
無
田
馬
頭
観
音

・
聖
観
音

。
地
蔵
の
三
体

○
西
無
日
間
島
地
蔵

水
神
さ
ん

‥
―
―

〇
西
無
日
間
島
水
神

○
西
無
田
水
神

‥
―
―

〔考
古
遺
跡
〕

１
　
沼
山
津
遺
跡

（寺
　
社
〕

２
　
沼
山
津
神
社

…
…
…
…

〔史
　
跡
〕

３
　
昭
和
町
桜
並
木

（イ
セ
キ
桜
）　
　
　
　
　
　
‐
―

４
　
東
本
町
は
三
菱
青
年
学
校
跡

・
井
関
農
機
工
場
跡
‐

‐

、
・

ｌ

ｔ

し

ヽ
―

′

〕

＾
　
・́
　
‐

―

」
ギ

【
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の
人
物

キ
し
　
紳
＝
団
凶

七

・
一　
文
化
財
マ
ッ
プ

…
…
…
―
―
―
―
―
‘

七

上

一　
昭
和
６
０
年
代
初
期
の
秋
津
の
地
図

，

七

上
二
　
西
南
戦
争
関
係
図

‐
―
―
―
…
…
…
…

七

・
四
　
秋
津
水
田
旧
水
路
遺
跡
図

‐
―
―
―
―

四

山
人

片
籠

天
神
木

―
…
…

２
　
ゆ
や
ろ
き
き

（由
屋
浮
木
）
の
権
現

３
　
西
南
戦
争
と
秋
田
村

‐
―
…
…
―

４
　
三
藤
孫
四
郎
と
秋
田
小
学
校
建
設

５
　
か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
の
石
油
堀
り
，

６
　
猫
伏
石

７
　
東
野
中
学
校
の
校
名
の
由
来

納
地
　
〃
旬

村
名

・
町
名
の
移
り
変
わ
り

‥
―
―
―
―
―
―

‥
―
―
―

・
―
―

字
名
沼
山
津
の
字
名
　
‐
―
―

秋
田
　
の
字
名

字
名
の
分
類

‐

類
似
地
名
に
よ
る
分
類

‐
―
―
―
‐
―
‐
―
…
…
…
…
…
…
…
，

形
態
地
名
に
よ
る
分
類

‥
―
―
―
―
―
‐
―
―
―
―
‐
―
‐
…
１
０
０

呼
び
名

‐
…
…
…
…
―
―
―
…
…
…
…
―
―
―
―
―
―
―
―
‐
１
０
０

地
名
考
察

‐
―
―
‐
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―
‐
―
１
１
０
１

〔史

跡
〕

１
　
追
分
の
石

―
―
―

―
‐

２
　
花
立
往
還

（木
山
往
還
）

七

・
五
　
字
図

―

―

七

上
ハ
　
字
図

―

―

沼
山
津
村

秋
田
村

七

・
七
　
呼
び
名
図

―

沼
山
津

・
桜
木
地
区

七

・
八
　
呼
び
名
図

―
―
秋
田
地
区

‥
…
…
…
…
…
…
…
…

，
１
■

１
■

′
４

・
１
■

１
■

贅
Ｊ

‘
１
■
１
■

２
υ

‘
１
■

１
■

７
‥

―

１

１

■

１
■
ｎ
υ

ｌ

１

１

１

１
■

ｏ
乙

―

１

１
１

１

８
０
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:::ひ

（出
所

新
熊
本‐市
丸
別
編
第
二
巻
）

[三コ畑が多い村

巨
=]田
が多い村

―  「明編 年当時
の自然欄 」(「熊本県市町村合併史』熊本県1969年 )よ リー

ー 震妻ヨ田を全く含まない村
匡
=]町

図 3・ 01 明 治 5年 当 時 の ム ラ ム ラ

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
秋
津
地
区

（あ
・
さ
。
ひ
・
ば
）
は
、
熊
本
市
の
東
部
、
健
軍
台
地
の
南
端

に
あ
り
、
東
は
益
城
町
広
崎
、
西
は
一部
江
津
湖
に
の
ぞ
み
、
南
は
益
城
町
島
田
、　
一部
は
嘉
島
町
に
接

し
て
い
た
。

地
勢
は
、
西
北
か
ら
北
に
か
け
て
は
託
麻
原
に
連
な
り
、
阿
蘇
外
輪
の
裾
が
な
だ
ら
か
に
、
北
か
ら
南

に
の
び
た
台
地
で
、
や
が
て
秋
津
川
に
落
ち
て
い
る
。
台
地
は
、
阿
蘇
火
山
の
噴
出
物
に
お
お
わ
れ
て
い

る
た
め
、
地
表
下
は
火
山
礫

ｅ
灰
石
な
ど
で
、
水
が
浸
透
し
や
す
く
、
従
っ
て
地
下
水
は
深
く
台
地

（畑

地
）
の
井
戸
掘
削
は
困
難
で
あ
る
。

台
地
は
畑
作
地
で
、
秋
津
川
沿
い
に
は
、
東
よ
り
沼
山
津

・
中
無
田

・
西
無
国
の
孤
立
し
た
集
落
が
形

成
さ
れ
畑
地
の
面
積
は
、
か
っ
て
は
三
〇
〇
Ｖ
夕．
ル
余
り
あ
っ
た
が
、
区
画
整
理
に
よ
る
宅
地
化
の
た
め

残
さ
れ
た
面
積
も
、
現
在
で
は
五
〇
ヘク
タ．
ル
余
り
と
聞
く
。

秋
津
川
の
左
岸
は
、
沖
積
地
で
低
地
の
水
田
で
あ
り
、
更
に
南
に
木
山
川

・
矢
形
川
が
西
流
し
、
こ
れ

ら
の
河
川
が
地
域
の
西
端
で
合
流
し
て
加
勢
川
と
な
る
。

標
高
は
、
台
地
の
北
端
小
峰

（小
峯

・
小
嶺
）
付
近
で
四
十
七
傷
と
案
外
高
く
、
沼
山
津
員
原
で
五

・

五
傷
、
秋
津
川
の
水
面
か
ら
の
高
さ
は
通
常
二
傷
で
、
海
岸
線
と
は

一
五

・
五
ち
の
隔
た
り
で
、
水
田
と

基
盤
圃
場
整
備
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
、
立
地
的
に
い
か
に
低
地
帯
で
あ
る
か
が
窺
わ
れ
る

県
の
特
性
と
し
て
、
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
内
陸
性
気
候
を
示
し
、
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
、
と
も
に

厳
し
く
、
八
月
の
最
高
気
温
の
月
平
均
は
、
三
二

・
六
度
に
も
及
ぶ
。　
一
月
の
最
低
気
温
の
月
平
均
は
、

〇
・
三
度
で
あ
る
。
年
降
水
量
は
、　
一
九
八
八
ミ
リ
、
年
平
均
気
温
は
、　
一
六

・
六
度
で
あ
る
。

秋
津
地
区

（あ

。
さ

。
ひ
。
ば
）
は
、

『秋
津

・
桜
木

・
桜
木
東

。
若
葉
』
の
四
校
区
で
成
立
し
て
お

り
、
そ
の
区
域
は
、
現
在
の
町
界
名
で
は

『熊
本
市
沼
山
津

一
～
四
丁
目

・
花
立

一
～
六
丁
目

・
桜
木

一
～
六
丁
目

・
秋
津

一
～
三
丁
目

・

佐
土
原
二
～
三
丁
目

・
若
葉

一
～
六
丁
目

・
東
野

一
～
四
丁
目

・
秋
津
町
秋
田

・
秋
津
町
沼
山
津

・

昭
和
町
・
秋
津
新
町

・
栄
町

・
南
町

・
広
木
町
・
。
東
本
町

（
一
部
）
』
で
あ
り
、
こ
れ
は

明
治
二
十
二
年

（
（
一
八
八
九
）
成
立
の

『上
益
城
郡
秋
津
村
』
の
村
域
で
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年

（
一

-4-



川上

北
部
東西里

河内
高
平
台

黒髪

城西

西原

松
尾
西 松尾東

池上

長嶺

託麻東

田迎飽田西

田
迎
南御幸

奥古閑

随藝国

（出
所
　
　
熊
本
市
統
計
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
０
　
２１
）

二
二

Ｆ
、三
十　
二
■

図 3002 校 区 別 地 図

九
五
四
）
熊
本
市
に
編
入
し
た
当
時
の

『秋
津
町
』
の
町
域
で
あ
る
。

そ
の
秋
津
町

ｏ
秋
津
村
は
、
中
古
は
木
山
郷
に
属
し
て
い
た

「沼
山
津
村

・
西
牟
田
村
、
中
牟
田
村
」

と
共
に
甘
木
荘
に
属
し
て
い
た

「下
牟
田
村
」
が
、
寛
永
十
年

（
一
六
三
二
）
か
ら
は
沼
山
津
手
永
に
属

す
る

「沼
山
津
村

。
西
無
田
村
、
中
無
田
村
」
と
鯰
手
永
に
属
す
る

「下
無
田
村
」
が
元
村
で
あ
る
。

（西

・
中

・
下
の
牟
田
三
村
は
、
寛
永
後

「牟
田
」
の
字
を

「無
田
」
を
用
い
る
。
）

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
手
永
が
郷
に
改
め
ら
れ
る
。

元
々
一
村
で
あ
っ
た

「東
沼
山
津
村
と
西
沼
山
津
村
」
が
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
合
併
し
て
沼

山
津
村
が
成
立
。

明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
上
益
城
郡
の
う
ち

「中
無
田
村

・
西
無
田
村

・
下
無
田
村
」
と
託
麻
郡
健
軍
村

の
う
ち

「野
間
」
が
合
併
し
て

「秋
田
村
」
が
成
立
。

そ
の
間
今
ま
で
沼
山
津
村
の
内
で
あ
っ
た

「東
無
田
」
が
飯
野
村
の
方
に
い
き
、
健
軍
村
の
う
ち
で
あ
っ

た

「鷲
原
」
が
秋
田
村
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の
市
町
村
制
施
行
で
上
益
城
郡
秋
田
村
と
上
益
城
郡
沼
山
津
村
が
合
併

し
て

「秋
津
村
」
が
成
立
。

旧
村
名
を
継
承
し
て
二
大
字

「秋
田

・
沼
山
津
」
を
編
成
。
村
役
場
を
沼
山
津
に
置
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

村
名
は
、
秋
田
の

「秋
」
と
沼
山
津
の

「津
」
を
と
り
、

「秋
津
州

（あ
き
つ
し
ま
）
」
と
言
わ
れ
る
日
　
一５

本
の
古
名
に
な
ぞ
ら
え
て
命
名
さ
れ
た
と
言
う
。

秋
津
村
誕
生
に
よ
り
、
現
在
地
に
秋
津
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。

旧
上
益
城
郡
秋
津
村
は
、
東
西
三
二
町
三
〇
間

（二
三
〇
四
布
）

・
南
北

一
里
五
町
四
〇
間

（四
三
二

九
布
）

・
面
積
約
六

・
六
平
方
キ
ロ
の
広
さ
を
有
す
る
と
共
に
、
加
勢
川

・
旧
木
山
川

（現
秋
津
川
）

・

旧
赤
井
川

（現
木
山
川
）
が
合
流
す
る
所
で
、
県
内
で
も
最
も
水
の
豊
富
な
地
域
で
あ
っ
し
，
反
面
秋
津

川
以
南
の
水
田
は
近
世
以
来
の
水
害
常
習
地
帯
で
近
代
に
至
っ
て
も
前
記
三
河
川
の
大
改
修
が
進
め
ら
れ

た
。秋
津
の
歴
史
は
、
集
落
こ
ぞ
っ
て
の
三
集
落
移
転
に
象
徴
さ
れ
る
苦
し
み
や
幾
多
の
水
利
事
業

・
土
地

改
良
事
業

・
圃
場
整
備
等
水
害
と
の
戦
い
に
つ
き
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
七
ケ
所
も
祀
ら
れ
て

い
る
水
神
信
仰
に
そ
の
願
い
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

特
産
は
疏
菜
で
、
特
に
自
菜

・
大
根
が
多
く
、
ま
た
ス
イ
カ
は
北
九
州
に
ま
で
声
価
を
馳
せ
た
。

昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
熊
本
市
健
軍
町
に
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
熊
本
航
空
機
製
作
所
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
宿
舎
の
一
部

（社
宅

・　
独
身
寮
）
と
技
能
者
養
成
の
三
菱
熊
本
青
年
学
校
が

⌒
一
十
満
一三
）
曇
一再
一・．一一」
設
一ご
二
、
■
豊
●
，
一
人
変
貌
丁
る
要
因

二
一ひる
．

卜
Ｌ

Ｌ
Ｌ

，
ュ
Ｌ
Ｒ

ｒ
二

〓

日
電

Ｆ
二
ヽ
ツ
ト
Ｅ

花ヽ園

「
―
コ
一区
一

一
カ
ｉ一部
一
隔
」
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沼
山
津
村

西
牟
田
村

‐
‐
西
無
田
村

中
牟
田
村

―

中
無
田
村

下
牟
田
村

―

下
無
田
村

健
軍
村
野
間

■
東
沼
山
津
村

Ｊ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

上

　

　

　

　

　

Ｔ
沼
山
津
村
一

Ｆ
西
沼
山
津
村

Ｌ

↓

（出
所
　
　
熊
本
市
統
計
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
０
　
２１
）

一明
治
八
年
」

″明
治
二
十
二
年
」

特
産
は
疏
菜
で
、
特
に
自
菜

・
大
根
が
多
く
、
ま
た
ス
イ
カ
は
北
九
州
に
ま
で
声
価
を
馳
せ
た
。

昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
熊
本
市
健
軍
町
に
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
熊
本
航
空
機
製
作
所
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
宿
舎
の

一
部

（社
宅

・　
独
身
寮
）
と
技
能
者
養
成
の
三
菱
熊
本
青
年
学
校
が

昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
当
村
に
建
設
さ
れ
、
純
農
村
が

一
大
変
貌
す
る
要
因
と
な
る
。

同
二
十
年

（
一
九
四
五
）
西
隣
の
健
軍
町
ま
で
熊
本
市
電
健
軍
線
が
開
通
し
、
戦
後
は
熊
本
市
周
辺
の
住

宅
地
化
が
進
む
。

明
治
二
十
四
年

（
一
八
八
七
）
の
戸
数

ｏ
人
口
は
　
四
三
九
戸

・
二
二
三
五
人

（男

一
一
ｏ
五

・
女

一
一

三
ｏ
）
世
帯
数

。
人
口
は
大
正
九
年
　
　
（
一
九
二
〇
）
　

四
六
五
戸

。
二
四
五
八
人

昭
和
十
年
　
　
（
一
九
二
五
）
　
五

一
二
戸

・
二
八
八
九
人

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）

八
四
六
戸

・
四
四

一
七
人
と
戦
後
倍
増
す
る

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
四
月
に
、
住
民
の
変
則
状
態
解
消
の
た
め
、
秋
津
村
大
字
秋
田
の
一
部
が

熊
本
市
に
編
入
。
次
い
で
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
十
月
に
は
、
秋
津
村
が
熊
本
市
に
編
入
さ
れ
、

熊
本
市
秋
津
町
と
な
り
、
村
制
時
の
大
字
は
秋
津
町
を
冠
称
し
同
市
の
町
名
に
継
承
。

即
ち
秋
津
町
沼
山
津
と
秋
津
町
秋
田
と
な
り
、
同
年
熊
本
市
役
所
秋
津
支
所
設
置
。

熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
、
漸
次
開
発
が
進
む
。　
一
部
が
昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
）
栄
町

。
東

本
町
・
南
町

・
若
葉
町
。
　
同
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
昭
和
町
・
秋
津
新
町
。
東
原
町
。
　
　
　
　
　
　
・

同
四
十

一
年

（
一
九
六
六
）
東
野

一
～
四
丁
目
。
　
同
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
花
立

一
～
四
丁
目

・
桜
　
６

木

一
～
四
丁
目

・
沼
山
津

一
～
三
丁
目
。
　

同
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
若
葉

一
～
六
丁
目

・
広
木
町
。　
　
．

同
五
十
六
年

（
一
九
八

一
）
昭
和
町

・
花
立

一
～
四
丁
目
と
な
る
。

町
名
町
界
変
更
で
同
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
東
野

一
～
四
丁
目

・
秋
津

一
～
三
丁
目
。

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
秋
津
新
町

・
東
本
町
。
昭
和
町

・
花
立

一
～
六
丁
目

ｏ
桜
木

一
～
六
丁
目
。

同
四
年

（
一
九
九
二
）
東
本
町
・
佐
土
原

一
～
三
丁
目
が
実
施
さ
れ
る
。

秋
津
町
秋
田
と
秋
津
町
沼
山
津
は
、
秋
津
川
以
南
の
水
田
地
帯
の
町
名
と
し
て
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
以
後
現
主
要
地
方
道
熊
本
高
森
線
が
三
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
さ
れ
、
健

軍
秋
津
地
方
の
主
要
道
路
と
な
り
、
沿
線
に
商
店

・
事
業
所
が
立
ち
並
ぶ
。

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
若
葉
小
学
校

。
東
野
中
学
校
新
設
。
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
小
楠

公
園
設
置
。
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七

一
）
桜
木
小
学
校
新
設
。

昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
四
時
軒
復
元

・
横
井
小
楠
記
念
館
開
館
な
ど
、
小
楠
関
係
施
設
が
整
備
さ

れ
た
。

昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
秋
津
市
民
セ
ン
タ
ー
開
設
。
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
秋
津
小
学
校
百
周
年

記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
。

〔明
治
八
年
〕

一秋
田
村
一

↓
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計
若 桜 桜 秋
葉 木 木 津
東

一
二
、
三
二
二

四
、
九
四
〇

二
、
九
九
四

二
，
○
〇
八

二
，
三
八
〇

世

帯

数

〓
一一
一，　
（）エハ
一
一

一
三
，　
一
七
九

七
，
七
七
三

五
，
六
二
〇

五
，
四
九
〇

人

　

口

平
成

一
四
年
二
月

一
日
現
在

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
桜
木
中
学
校
開
校
。
十
六
年
に
及
ぶ
圃
場
整
備
事
業
終
結
。

平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
桜
木
東
小
学
校
開
校
。

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
秋
津
地
区

（あ

。
さ

・
ひ

。
ば
）
は
、
戦
中
の
三
菱
熊
本
の
建
設
が

一
大
転

機
と
な
り
、
健
軍
と
共
に
戦
後
半
世
紀
の
間
に
人
口
七
倍
強
と
大
き
く
変
貌
し
、
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
永
年
に
わ
た
る
先
人
達
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
水
害
と
の
戦
い
の
上
に
成
り
立

っ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
秋
津
地
区
は
、
現
在
世
帯
数

一
万
三
千
三
百
二
十
二
戸

。
人
口
三
万
二
千
六
十
二
人

（平
成
十
四

年
二
月

一
日
現
在
）
の
人
々
が
住
む
町
と
な

っ
て
い
る
。

（秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史

・
秋
津
村
略
史

・
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
四
三
熊
本
県

追
記
　
語
り
べ
学
習
会
）

秋
津
地
区
の
、
考
古
遺
跡
３
ケ
所

・
寺
社
六
ケ
所

・
堂
宇
七
ケ
所

・
水
神
や
地
蔵
等
の
石
造
物
が
二
十

七
ケ
所

。
史
跡
が
二
十
九
ケ
所

・
計
七
十
二
ケ
所
を
紹
介
す
る
。

校
区
別
に
は
、
当
然
母
な
る
校
区
で
あ
る
秋
津
校
区
に
八
割
強
が
集
中
し
て
い
る
。
秋
津
校
区
六
十
ケ
所

若
葉
校
区
六
ケ
所

・
桜
木
校
区
四
ケ
所

・
桜
木
東
校
区
ニ
ケ
所
の
分
布
と
な
る
。

校
区
別
分
布
状
況
は
次
表
の
通
り
。
詳
細
は
次
ぺ
―
ジ
の
マ
ッ
プ

一
覧
表
を
参
照
の
こ
と
。

合

　

計

桜
木
東
校
区

桜
木
校
区

若
葉
校
区

秋
津
校
区

3 2
考
古

遺
跡

6 4

寺
社

7 7

堂
宇

7 2 5
水
神
石

造

物17 3 14

地
蔵

3 3

Ｌ
彗
Ａ
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∩
υ
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史
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■ マ ッ プ ー 覧 表

分 類 番 号 名 称 所 在 地 校  区 頁

考古遺跡 1

2

3

沼山津遺跡

下津代里遺跡

沼山津員塚

沼山津 2丁目～桜木 2丁目

沼山津 1丁目

秋津 3丁目17-1  (1387番 地)
(秋津浄化センター内)

桜木校区

秋津校区

″

81

11

11

寺 社 11

13

19

22

沼山津神社

竹内神社

光輪寺 (上の寺)

浄福寺 (下の寺)

中無田熊野座神社

西無田雨宮神社

桜木 2丁目16 (757 :詔昏|」比L)

沼山津 4丁目 2

沼山津 4丁目 8- 7

沼山津 3丁目 8-55

秋津 3丁目4-38  (1864番 地)

若葉 6丁目1-20  (1051番 地)

桜木校区

秋津校区

″

″

若葉校区

82

17

1()

113

73

堂 宇 14

15

17

62

妙見社 (妙見さん)

中津代里薬師堂
(堂ん前の観音さん)

下津代里稲荷社

鷲観音堂

野間薬師堂

新村の天満宮

三宝大荒神

沼山津 4丁目 5-45

沼山津 3丁目10

沼山津 2丁目14   (1620番地)

秋津 3丁目 2

秋津 1丁目1-74

東野 1丁目3-77

沼山津 4丁目5-25の 東側

秋津校区

″

″

″

″

″

″

20

21

22

22

25

25

45

石造物 31

32

34

35

36

3

4

7

1

43

44

突井戸水神

沼山津水神

中無田石塔水神

中無田間島水神

西無田間島水神

中無田野間橋際水神

西無田水神

上津代里.内村組地蔵

中津代里.東小路地蔵

中津代里.光岡氏方地蔵

秋津町沼山津   (沼山津橋上流)

秋津町秋田字計路   (鉄 塔脇)

秋津町秋田字月の輪   (水門脇 )

秋津町秋田 (秋津・木山川の合流点)

秋津町秋田字前塘の元  (野間橋 )

秋津町秋田字筏場

沼山津 4丁目 6-60

沼山津 4丁目 7

沼山津 3丁目11- 1

沼山津 3丁目 9-37

″

″

″

″

若葉校区

秋津校区

若葉校区

秋津校区

″

″

″

32

31

26

28

78

29

79

34

35

35

37

合

　

計

桜
木
東
校
区

3

6

7

7

17

3

29

72 2

-8-

12

16 ″

12

18

20

0 1
乙 ■

33

42

上津代里.外村組地蔵

秋津町沼山津   (上沼山津橋上流)

2



頁

二

．
　

　

１

）

一　

＾
一
´
　

一　

一
　

　

一　

　ヽ

・　

　

　

・
１

・　

　^

　

　

′

一
＾
　

　

１

・
　

一
　

．
・

　ヽ

　

　

・
　

　̈

　

　

・
．

・　

　

　

・
　

一
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分 類 番 号 名 称 備   考 頁

石造物 45

46

47

49

50

52

53

中津代里。中小路地蔵

中津代里.西小路地蔵

下津代里.北村組地蔵

″
' 須崎組地蔵

中無田。上の丁下組地蔵

″ 上の丁上組地蔵

″ 下の丁  地蔵

新村地蔵

西無田・間島地蔵

沼山津 3丁目13- 7

沼山津 3丁目14-11

沼山津 2丁目14-48(1608番 )

沼山津 1丁目25-77(1649番)

秋津 3丁目 2-58

秋津 2丁目14-24

秋津 2丁目12-32

東野 1丁目19-32

若葉 5丁目 4-50

秋津校区

″

″

″

″

″

″

″

若葉校区

36

37

37

38

39

41

42

43

78

46

47

46

39

65

77

75

6 1

36

″

65

66

67

上津代里石造物

光永家墓地

下津代里.彼岸花地蔵

新村の弘法大師

西無田馬頭観音 ◆聖観音・
一一一一――――…地蔵の三
″ 馬頭観音等地蔵三

体
体

沼山津 4丁目5-46(酒 井氏方)

沼山津 3丁目10

″

沼山津 3丁目17-1
O燐報争化センター内)―一

秋津新町 4 (水玉公園内)

若葉 6丁目 2-53(神 社側)

秋津校区

″

秋津校区

若葉校区

″

史 跡 71 四時軒 (市指定有形文化財

71 四時軒跡 (市指定史跡)

秋津村役場跡・秋津支所跡

73 沼山津手永会所跡

沼山津村元標跡

T51沼 山津校跡

761沼 山津舟場跡

TT上 田童三郎先生の碑

小構公園

追分石

花立注還 (木山往還)

一慶青年学校鮮・

剤 鴨 雌 壺 議

沼山津 1丁目25-91

″

沼山津 2丁目   (1517-1番地)

沼山津 3丁目10-87の 隣

沼山津 3丁目13-7
(1771番地堂床前)―

沼山津 3丁目11-43
(上田氏宅)―

秋津町沼山津

沼山津 3丁目4-33

沼山津 4丁目 11番地

桜木 4丁目 19

東本町

秋津校区

″

″

″

″

″

桜木東校区

″

桜木校区

50

51

64

51

66

67

54

68

48

87

88

84

-3-

ヒ 」

所    在    地

48

51

64

中津代里墓地と板碑群

若葉 6丁目 6-46(東 側)

″

現存しない

″

′′

″

Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩ ＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

‐‐‐‐‐

―――――

――――Ｉ

Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ
Ｉ

ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

柵

― ――――

― ― ―Ｉ

Ⅷ

ＩＩＩＩＩ

Ｉ ＩＩＩＩ

ＩＩＩ Ｉ

Ｉ ＩＩ Ｉ

ＩＩＩＩＩ

Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

Ｉ ＩＩＩＩ

Ｉ ＩＩ Ｉ

ＩＩＩＩＩ

Ｉ ＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

柵

― ――――

――――

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

―――――

――――

―――――

――――

―――――

―――――

―――――

―――――

朧

‐‐‐‐‐

師

―――――

――――

脚

――― ―

榊

冊

躙

榔

Ⅲ

Ｉ１１１

榊

― ――――



分 類 番 号 名 称 所    在    地 備   考 頁

史 跡 82

83

84

85

86

87

89

91

93

94

95

96

昭和町桜並木 (イセキ桜)

鷲城跡

鷲川の堰跡

秋田校跡

秋田村元標跡

耕地整理記念碑

秋田堰跡

新左衛門の墓と記念碑

しんじゃ堀の堰跡

新左衛門堀 (しんじゃ堀)跡

計路堰跡

舟運の中心 間島

万蔵堀 (万蔵井手)跡

裏井手跡

圃場整備記念碑

突井戸跡

沼山津堰跡

昭和町

秋津 3丁目 (中無田吉住氏宅)

秋津 1丁目2番付近 (字野間原)

秋津 1丁目2-20(2046番地)

秋津町秋田   (中 無田橋際)

秋津町秋田

秋津町秋田
い )

″

(水田内)

″

秋津町沼山津 (水田内)

秋津町秋田 (水田内)

秋津町沼山津 3101-1
(土地改良区内)‐

秋津町沼山津

益城町福富地内

桜木校区

秋津校区

″

″

t----

″

″

″

″

″

″

″

83

63

62

69
t-----

59

57

60

56

54

56

56

'71

63

62

分 類

史 跡

2 マ ッ プ 付図 701参照

-10-

88

90

92

97

″

″

″

″

67

66

61

石造物



（出
所
　
　
新
熊
本
市
史
通
史
１
巻
）

図 3・ 03 熊 本 平 野 の 貝 塚 分 石

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
秋
津
校
区
は
、
秋
津
地
区

（秋
津

・
若
葉

・
桜
木

・
桜
木
東
校
区
）
の

母
な
る
校
区
で
あ
る
。

藩
政
時
代
よ
り
秋
津
川
沿
い
の
台
地
上
に
形
成
さ
れ
て
い
た
沼
山
津

・
中
無
田
・
下
無
田

（新
村
）

の
三
集
落
を
基
幹
と
し
て
熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
、
漸
次
開
発
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
所
で
あ

る
。
校
区
は
、

「秋
津

一
～
三
丁
目

ｏ　
東
野

一
～
四
丁
目

・
沼
山
津

一
～
四
丁
目

・
秋
津
新
町

・
秋
津

町
秋
田
の
全
域
と
若
葉
二
丁
目
の
一
部
」
を
範
囲
と
し
、
世
帯
数
四
千
九
百
四
十
戸

。
人
口
一
万
三

千
百
七
十
九
人

（平
成
十
四
年
二
月

一
日
現
在
）
で
あ
る
。

〔
一サ
有Ｊ　
　
にず
由＝
　
　
」翼・帽
爆
　
　
ｍ一猟一酬冽
　
　
〕

で
ド
　
薔
梓
　
外
ヽ
　
隅
里
　
■
退

　
職
洲
　
　
（
マ
ッ
プ
番
号

2

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津

一
丁
目

熊
本
市
の
遺
跡
地
図
に
は
範
囲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
熊
本
市
史
に
も
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
記
さ

れ
て
い
る
の
み
で
そ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
。

２
　

沼

山

津

員

塚

（
マ
ッ
プ
番
号

3

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津
三
丁
目

一
七
―

一
（
一
三
八
七
番
地
）

員
塚
の
南
面
に
は
秋
津
川
が
流
れ
、
水
面
か
ら
の
高
さ
は
二
奇
余
で
あ
る
。

一
二

一
　

　

恥
仏

轟
年

扶
供

Ｖ
△

:|:.111■

-11-

荒尾山
金峰山

沼
山
津
貝
塚

:●・

小山山

の
戸島山

現在の標高5
↓

船野山

飯田山

▲融

野
鶴
貝
塚

ソ
ピ

エ

●
カ
キ今

村
貝
塚

―
ヽ
日
高
員
塚

勲
一′ト
御
領
員
塚ヽ

緑川



（昭
和
４
３
年
）

（出
所
　
　
新
熊
本
市
史
通
史
１
巻
）

轟
一電
ｒ・・
習
書
．
一』
Ｆ
躊
闘

写 真 3 () 1 沼 山 津 員 塚  ｀
発 掘 調 査 風 景態

塚
状
員
土
津
出
山
の
沼
ラヘ

２
製
０
骨

写 真 3

員
塚
の
標
高
は
約
五

・
五
布
で
、
現
在
の
海
岸
線

（有
明
海
）
と
は

一
五

・
五
ち
隔
た
り
、
典
型
的
な
縄

文
海
進
期
の
貝
塚
で
あ
る
。

当
貝
塚
は
昔
か
ら

「員
原

（き
ゃ
あ
ば
る
）
」
と
の
字
名
で

「此
の
地

一
二
尺
を
掘
れ
ば
員
殻
を
出
さ
ざ

る
な
し
。
蓋
し
往
時
こ
の
辺

一
帯
入
海
な
り
し
な
ら
ん
か
」
と
云
わ
れ
、
又
昭
和
五
年

（
一
九
二
ｏ
）
秋

津
小
学
校
南
側
の
畑
を
切
り
下
げ
、
耕
地
整
理
中
に
無
数
の
石
斧
が
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
年
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
所
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
秋
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
貯
水
槽
拡
張
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
に
よ
り
、

一
部
発
掘
が
行
わ
れ
、
縄
文
中
期
よ
り
後
期
前
半
ま
で
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

十
歳
く
ら
い
の
埋
葬
さ
れ
た
小
児
人
骨
も
発
掘
さ
れ
た
。

（北
枕
、
西
向
き
届
葬
、
上
に
石
）

な
お
貝
塚
は
同
四
十
二
年
客
土
に
よ
っ
て
覆
土
さ
れ
、
全
貌
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

自
然
遺
物
は
ハ
マ
グ
リ
が
主
体
で
、
カ
キ
及
び
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
若
千
の
バ
イ
ガ
イ
と

獣
片
を
見
た
。
　
主
な
出
土
品
は
次
の
通
り

出
土
土
器
　
　
「阿
高
式

・
並
木
式

・
南
福
寺
式

・
出
水
式

・
御
手
洗
Ａ
式

・
鐘
ケ
崎
式

・
北
久
根

山
式
」
な
ど
縄
文
中
期
初
頭
か
ら
晩
期
初
頭
の
阿
高
式
系
や
鐘
ケ
崎
式
系
の
縄
文
土
器

土
製
品
　
　
土
錘

（石
の
お
も
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

石
器
　
　
　
石
鏃

（や
じ
り
）

・
石
匙

（石
の
ナ
イ
フ
）

・
磨
石

（木
の
実
な
ど
を
す
り
つ
ぶ
す
　
　
＝

石
）

。　
石
皿
・
凹
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

骨
角
器
　
　
骨
製
の
ヘ
ラ

周
辺
の
阿
高
式
系
の
上
器
を
出
す
遺
跡
と
し
て
は
熊
本
市
江
津
湖
遺
跡

・
熊
高
敷
地
内

・
下
益
城
郡
域

南
町
阿
高
員
塚
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
縄
文
後
期
前
半
の
鐘
ケ
崎
式
土
器
を
伴
う
周
辺
の
員
塚
に
は
上
益
城
郡
嘉
島
町
す
二
丁
テ
員
塚
、

同
郡
御
船
町
甘
木
員
塚
な
ど
が
あ
り
、
縄
文
海
進
の
線
を
た
ど
る
貴
重
な
遺
跡
と
み
て
よ
い
こ

（日
本
歴
史
地
名
体
系
　
熊
本
県
の
地
名

・
熊
本
市
東
部
文
化
計
調
査
報
告
書
）

〔
　
　
斗
一寸
り
　
　
・―
汁利
」
　
〕

3

勝
――
　
出
例
　
描
押
一　
昇
性

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
　
１２
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
二
番
　
　
（上
津
代
里
）

ｉ
二

．　

　

Ｔ́

，
Ｉ

一
〓

」

」
日

■

Ｆ

Ｌ

Ｉ

」

Ｅ
〓

・　

】

Ｆ

・
　

ｌ

ｒ

一
」

Ｅ

」

〓

〓

障

ヽ
ヽ
　

´

け

」

」
」

」

ｒ

Ｆ

‐
　

‥

，

¨
巨

¨

ヽ

・

ｒ

・

‥

”

・

‥

　

・

・
ヽ
　

　

・
・

・
　

―

・

ト



（出
所
　
　
新
熊
本
市
史
通
史
１
巻
）

憂

「

牽

霞

・・

注
記

一
竹
内
神
社
は
、
平
成
に
入

っ
て
改
築
さ
れ
て
お
り
、

一　
右
の
写
真
は
改
築
後
で
あ
る
。

祭
神
　
伊
奨
諾
尊
　
　
伊
奨
冊
尊
　
　
速
玉
男
之
神

秋
津
村
誌
に
よ
れ
は
慶
長
十
八
年

（
三
ハ
一
三
）
の
創
始
と
な
っ
て
い
る
。

秋
津
小
学
校
の
南
、
秋
津
川
の
ほ
と
り
に
、
大
木
に
囲
ま
れ
た
森
の
中
に
あ
る
。
境
内
も
広
く
、
石
垣
の

上
に
石
の
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
正
面
鳥
居
は
南
面
し
て
い
る
。

拝
殿
に
は
下
り
藤
の
紋
が
つ
い
て
お
り
、
奥
の
神
殿
の
棟
に
は
藤
輪
の
中
に
違
い
鷹
羽
の
紋
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。

（注
　
昭
和
四
十
六
年

一
二
月
二
九
日
の
調
査
時
点

・
現
在
は
平
成
に
入
っ
て
社
殿
が
改
修

さ
れ
、
本
来
の
下
り
藤
の
紋
の
み
に
直
さ
れ
て
い
る
）

写

写 真 3・ 03 竹 内 神 社

3

耕
刊
　
ユ
囚
］

Ｈ畑
ＩＴ
　
韓
性

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
　
１２
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
二
番
　
　
（上
津
代
里
）

祭
神
　
少
彦
名
神

県
道
木
曲
線
と
小
池
竜
籠
線
の
交
差
点
か
ら
南

へ
折
れ
る
と
、
ま
も
な
く
東
入
小
路
の
奥
に
あ
る
。

（沼
山
津
神
社
を
南

へ
約
百
五
十
傷
）
　

も
と

「年
禰
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降

「竹
内

（た
け
の
う
ち
）
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

社
殿
は
、
二
間
四
方
妻
入
り
の
拝
殿
と
二
間
四
方
平
入
り
の
神
殿
を
組
合
わ
せ
て
あ
る
．
屋
根
は
瓦
葺

き
で
、
瓦
の
紋
は
違
い
鷹
の
羽
で
あ
る
。

拝
殿
に
は
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
の
社
殿
造
営
の
寄
附
付
け
が
あ
り
、
絵
馬
も
同
年
以
降
の
も
の
ば

か
り
で
、
明
治
二
十
年
の
造
営
で
面
目
を

一
新
し
た
よ
う
で
あ
る
。

本
社
は
牛
馬
の
神
と
し
て
、
農
家
の
信
仰
が
厚
く
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
す
べ
て
馬
の
絵
で
あ
る
。
時
代

の
移
り
変
わ
り
で
、
さ
び
れ
て
何
枚
か
は
失
わ
れ
て
い
る
。

拝
殿
左
の
手
水
鉢
は
凝
灰
岩
製
で
、

「天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
当
村
若
者
中
」
の
銘
が
あ
る
。

社
殿
右
に
は
、
周
囲
四

・
七
布
の
榎
の
大
木
が
往
時
を
偲
ぶ
か
の
よ
う
に
生
い
茂

っ
て
い
る
。

別
名

「馬
ん
神
さ
ん
」
と
も
呼
ぶ
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

4

占
Ｔ
麺
皿
ハ
［用
意
鷲
ハ
瞬
巧
虚
雌
仙
響
担
怯

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
１９
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
秋
津
三
丁
目
四
番
三
八
号

（
一
八
六
四
番
地
）

（上
丁
）

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

は
や
た
ま
お
の
か
み
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注一
明
治
は
、
明
治
四
五
年
七
月
三
〇
日
に
大
正
に
改
元
さ
れ

一

一
て
い
る
。　
　
一
月
は
ま
だ
明
治
四
五
年

（
一
九

一
二
）
　

一

昔
か
ら
、
中
無
日
の
鎮
守
の
神
様
と
し
て
信
仰
が
厚
い
。
神
社
の
神
殿

・
拝
殿
と
も
沼
山
津
神
社
と
同

規
模
の
も
の
で
あ
り
、
社
殿
は
天
保
七
申
年

（
一
八
三
六
）
の
改
築
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

寛
文
の
国
郡

一
統
志
に
も

「中
無
田
二
権
現
ア
リ
」
と
、
肥
後
国
誌
に
も

「権
現
宮
祭
九
月
十
九
日
氏

神
ナ
リ
」
と
あ
る
。

境
内
の
石
灯
籠
に

「元
文
二
丁
己
暦

（
一
七
三
七
）
八
月
十
九
日
　
本
寄
進
下
産
子
中
」
の
刻
銘
が
あ

る
。
一　
。
三
百
年
経

っ
た
と
思
え
●́
六
本
が
、
神
社
の
厳
か
さ
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。
境
内
の
大
椋
は
日
通

し
周
囲
四
四
二
ン
を
計
る
。

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
二
五
〇
年
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

当
神
社
に
は
御
神
体
の
外
に
、

「僧
形
神
像
三
体
」
も
併
せ
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
殿
内
の
柱
に
は
、
今
な
お
西
南
戦
争
時

（
四
月
十
四
日
と
思
わ
れ
る
）
の
、
い
わ
ゆ
る
西
郷
弾
痕
が
打

ち
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年

（
一
九

一
二
）

一
月
　
二
ｏ
ｏ
年
季
の
鳥
居
が
氏
子
中
に
よ
り
、
大
正
十
年

（
一
九
二
　
一

一
）
に
は
斉
藤
光
太
郎
に
よ
り
手
水
鉢
石
が
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
七
月
に
は
中
山
博
吾

・
ジ
一
　

Ｈ

に
よ
り
、
灯
籠

一
対
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
に
祝
詞
所

。
弊
殿

・
拝
殿
が
改
築
さ
れ
て
い
る
´

寄
進
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
玉
垣
で
境
内
が
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
一
」昭
三́
十、圭
一（
一

御
大
程
を
記
念
し
て
西
及
び
南
側
垣
が
、
平
成
十
年

（
．
九
九
八
）
に
は
神
社
創
建
三
八
■
〓
手
・一・一〓二一́

・

て
東
側
の
玉
垣
が
寄
進
さ
れ
た
。

又
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

一
〇
月
に
は
、
二
五
〇
年
祭
か
行
わ
れ
ス
〓
二
（に
、
三
二
（
こ
一一票

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
吉
本
平
太
郎

・
高
宮
政
吉
に
よ
り
三
五
０
年
記
念
●
拍
六

一
一た
，
一彗
争
喜
手
一
て

´

る
。
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
五
月
に
は
、
傾
き

つ
つ
あ
つ
た
鳥
居
１
移
設
修
二
き
■
て

るヽ
＾

目
通
し
周
囲
四
四
二
ン
を
計
る
境
内
の
大
椋
は
、
熊
本
吉
指
定
保
存
樹
木

（昭
和
五
十

一
年
第
六
十

一

号
）
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
の
大
洪
水
記
念
樹
の
銀
杏
も
す
で
に
大
木
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
山

本
藤
太
郎
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

「大
正
元
年
大
洪
水
記
念
銀
杏
植
樹
の
記
念
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
い
る
。

１

＾
■
〓
ｉ
一肯
ｔ
一　
　
一二

・
，
一

一
一
　

〓
〓
√

Ｆ

一７
・
・
」
一肛

・
　

■
響

一〓〓
一
一　
二

占

・に

に
・一̈

匡

手
二
画
千

二
浸

写 真 3 4 中 無 田 熊 野 座 神 社
・
　ヽ
ｎ
Ｖ

声
一

,
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明
治
は
、
明
治
四
五
年
七
月
三
〇
日
に
大
正
に
改
元
さ
れ

て
い
る
。　
　
一
月
は
ま
だ
明
治
四
五
年

（
一
九

一
二
）

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
の
大
洪
水
記
念
樹
の
銀
杏
も
す
で
に
大
木
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
山

本
藤
太
郎
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

「大
正
元
年
大
洪
水
記
念
銀
杏
植
樹
の
記
念
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
い
る
。

こ
の
銀
杏
樹
は
、
大
正
元
年
八
月
の
大
洪
水
の
御
り
、
水
勢
甚
だ
し
く
濁
流
は
境
内
を
満
々
と
浸

し
、
舟
に
て
社
殿
を
周
遊
せ
り
。

こ
の
大
自
然
の
猛
威
を
記
念
し
て
田
島
久
次
郎

・
山
本
藤
太
郎
の
両
名
に
て
植
樹
せ
し
も
の
な
り
。

後
年
毎
々
大
出
水
あ
れ
ど
　
此
の
時
の
大
洪
水
に
及
ぶ
も
の
昭
和
の
今
日
に
至
る
ま
で
遂
に
見
た
こ

と
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
七
年
八
月
建
之
　
　
山
本
藤
太
郎

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
鶯
川
改
修
で
境
内
が

一
七
六

一
平
方
布
買
い
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
代
金
で
社

殿
の
大
改
築
が
行
わ
れ
、
平
成
三
年

（
一
九
九

一
）
六
月
完
成
し
た
が
、
そ
の
記
念
碑
の
台
座
に
は
次
の

様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

写 真 3・ 05 中 無 田 熊 野 座 神 社 僧 形 神 像 三 体

地
域
の
氏
神
と
し
て
多
く
の

尊
崇
を
集
め
中
無
田
の
歴
史

と
共
に
栄
え
て
来
た
当
神
社

も
鶯
川
改
修
工
事
計
画
に
よ

っ
て
境
内
割
譲
の
や
む
な
き

に
至
り
氏
子

一
同
合
議
の
上

此
の
補
償
費
を
も

っ
て
基
金

と
し
御
即
位
奉
祝
記
念
行
事

と
併
せ
て
屋
根
鋼
板
張
り
替

え
並
び
に
社
殿
の
修
復
を
行

い
貴
重
な
遺
産
を
後
世
に
残

す
為
記
念
碑
を
設
立
す
る

平
成
二
年
七
月
着
工

平
成
二
年
六
月
成
就

改
修
が
完
成
し
、
平
成
三
年
十
月
五
日
に
落
成
式
を
行
う
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
，
九
月
二
十

七
日
の
台
風

一
九
号
。
熊
本
気
象
台
観
測
初
の
最
大
風
速
五
二

・
六
傷
で
境
内
の
古
木
の
大
部
分
が
吹
き

倒
さ
れ
、
そ
の
倒
木
で
折
角
修
理
し
た
社
殿
が
大
被
害
を
被
る
。

落
成
式
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
翌
四
年
再
び
修
理
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

平
成
十

一
年

（
一
九
九
九
）
九
月
二
十
四
日
、
再
び
の
台
風
十
八
号
で
辛
う
じ
て
残

っ
て
い
た
椋
の
古

木
が
途
中
か
ら
吹
き
折
れ
る
。
幸
い
に
社
殿
と
落
成
記
念
碑
す
れ
す
れ
の
所
に
大
木
の
枝
が
落
ち
た
の
で

危
う
く
大
き
な
被
害
に
な
ら
ず
に
助
か
っ
た
。

二
～
三
百
年
栄
え
て
き
た
杉

・
椋
の
大
木
は
二
回
の
台
風
で
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
東
側
に

一
本
の
椋
の

古
木
が
残
る
だ
け
に
な

っ
た
。
元
六
本
あ

っ
た
保
存
指
定
木
は
こ
の

一
本
の
み
と
な

つ
た
。

た
び
重
な
る
台
風
で
な
く
な

っ
た
、
か

っ
て
の
杉
の
な
か
に
は
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
か
ら
四
年
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注
記
　
沢
田
直
助

寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
か
ら
中
無
田
村
庄
屋

享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
か
ら
沼
山
津
村
庄
屋

文
化
七
年

（
一
八
〇
七
）
か
ら
苗
字
御
免
御
惣
庄
屋

直
触
を
勤
め
る

間
中
無
田
村
の
庄
屋
を
勤
め
た

「沢
田
直
助
」
が
、
村
の
平
和
と
発
展
を
記
念
し
て
寄
進
し
た
杉
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

「沢
田
直
助
略
書
置
　
文
政
六
年
未

（
一
八
二
三
）
八
月
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

沢
圏
直
助
略
書
置
　
　
文
政
六
年
未

（
一
人
二
三
）
八
月
　
の
中
か
ら

（意
訳
）

中
無
田
神
社
内
に
仕
立
て
て
あ
る
杉
は
私
が
寄
進
し
た
も
の
で
す
。

私
が
中
無
田
村
の
庄
屋
に
な
っ
た
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
頃
は
、
村
中
殊
の
外
零
落
し
て
、
村
内

に
は
貫
の
通

っ
た
家
は
五

・
六
戸
し
か
な
く
、
他
は
皆
堀
っ
立
て
小
屋
ば
か
り
で
難
渋
し
て
い
る
上

に
い
つ
も
口
論
が
絶
え
な
か
っ
た
。

こ
の
杉
が
繁
る
頃
は
、
争
い
も
途
絶
え
、
村
方
全
部
の
人
が
貫
の
通
っ
た
家
に
住
め
る
よ
う
に
、

又
、
村
中
が
弥
栄
え
る
こ
と
を
願

っ
て
こ
の
杉
を
残
じ
庄
屋
役
を
辞
し
ま
す
。

祭
日
は
九
月
十
九
日
．

な
お
当
日
は
藁
を
四
〇
打
角
に
編
み
、
そ
れ
を
割
り
竹
で
抑
え
た

「吉
田
司
家

（通
称
追
風
）
座
と
言
わ

れ
る
も
の
が
、
二
本
の
神
木
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
秋
津
地
区
の
沼
山
津
神
社

。
西
無
田
雨
宮
神
社

（熊
野
座
神
社
）
三
社
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
祭
祀
で
あ
る
。

大
祓
茅
の
輪
く
ぐ
り
は
六
月
下
旬

・
宮
座
は
十
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

注

‥
１
　
西
南
戦
争
時
の
西
郷
弾
の
弾
痕

明
治
十
年
四
月
十
四
日
と
思
わ
れ
る
。
御
船
方
面
の
戦
い
で
破
れ
た
薩
軍
の

一
隊
■
、
〓ｆ
三
を

二
、イ

ら
木
山
へ
集
結
す
る
途
中
、
中
無
田
を
通
過
す
る
と
き
、
村
の
世
話
役
三
藤
チ
≡
三
ユ
三
、
貴
ｔ
＾
〓・一
」

や
道
案
内
を
強
要
す
る
。
薩
軍
へ
の
協
力
を
躊
躇
し
て
い
る
と
、
雪
無
ヨ
相
ト
ー
〓
二
・
一
二
長
・一一一し
二
〓
一　
・

て
、
村
民
を
震
え
あ
が
ら
せ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
二
火
を
ま
■
一■
ゴ
ー
三
き
Ｌ
′

二
脅

二
■
〓
ｔ
ご

せ
た
。
中
無
田
神
社
の
神
殿
内
の
柱
に
は
、
西
郷
弾
が
打
込
ま
■
■
そ
二
≡
Ｔ
〓
三
モ
〓
ュ
ニ
、
し
■

一
■

●

■

‐
―
●
．

―
●
―
・１
・
―
―

■

写 真 3・ 06 三 社 独 特 の 吉 田 司 家 追 風 座

|

●

晰
鬱
兆
蜃
閂
鰺
剛
贈
駆

卜

‐

・簸
■
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．一種
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‐
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●
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■



直
触
を
勤
め
る

写 真 3・ 07 中 無 口 熊 野 座 神 社 の 狛 犬

写 真 3・ 08 西 南 戦 争 時 の 西 郷 弾 の 弾 痕

5

福
個
　
夭
万

　

‥―‥出
　
↓
九
　
絶
柵
　
轟
寸
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
１３
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
八
番
七
号

（上
津
代
里
）

真
宗
本
願
寺
派

・　
本
尊
　
阿
弥
陀
如
来

（語
り
べ
学
習
会
）
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注
記

「
親
鸞
止
人
御
正
忌

旧
暦

一
一
月
二
八
日
な
の
で
現
在
は
新
暦
で

一
月

一
六
日
と
さ
れ
て
い
る

〓
■

■

Ｊ

■

■

〓

■

日

■

■

■

■

Ｅ

■
■

■

■
■

■

■

■

臓

目
Ｅ

Ｅ

■
Ｆ

写 真 3・ 09 光 輪 寺

小
楠
公
園
よ
り
南

へ
約
六
百
メ
ー
ト
ル
左
奥
。

寺
は
熊
本
順
正
寺
の
法
弟
で
あ
る
明
義
が
、
明
暦
二
年

（
一
六
五
七
）

一
代
僧
業
の
許
可
を
得
た
。

そ
の
後
、
法
榮
ま
で
十

一
代
願
い
続
け
た
の
で
世
襲
と
な
り
、
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
八
月
七
日
願
い

に
よ
っ
て
、
永
代
庵
室
の
公
許
を
得
て
、
初
め
て

「千
福
庵
」
と
称
し
、
順
正
寺
の
末
庵
と
な
る
。

明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
七
月
二
十
三
日
、
寺
号
公
称
の
許
可
を
得
て

一光
輪
寺

一
と
改
め
た
。

同
十
三
年

（
（
一
人
八
０
′）
四
月
二
十
九
日
、
本
派
宗
規
綱
領
に
基
づ
き
本
山
直
末
に
編
入
さ
れ
て
い
る

当
時
の
御
本
尊
は
、
元
禄
卜
三
年

（
一
七
〇
〇
）
当
庵
の
本
尊
で
あ

っ
た
十

一
面
観
世
音
を
改
め
、
阿

弥
陀
仏
の
木
造
を
本
尊
と
し
て
本
堂
に
安
置
し
た
。

又
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
山
田
入
道
正
信
の
開
基
と
い
う
が
、
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
小
西
行
長
肥

後
領
国
の
時
代
に
焼
か
れ
、
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
に
、
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

光
輪
寺
は
通
称

「沼
山
津
の
上

（か
み
）
の
寺
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

当
寺
の
御
本
尊
に
つ
い
て
上
益
城
郡
誌
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）
七
月
十
二
日
当
庵
の
本
尊
た
り
し
十

一
面
観
世
音
を
改
め
て

阿
弥
陀
仏
の
本
尊
と
な
す
　
　
木
像
の
銘
に
日

肥
州
益
城
郡
六
嘉
村
龍
福
寺
之
住
　
　
釈
良
閃
　
一
一
一
三
一硬

本
尊
　
長
二
尺
五
寸
　
　
慈
績
大
師
御
造

仁
者
延
暦
十
三
年

（七
九
四
）
生
　
　
仁
壽
四
年

（八
五
四
）
往
　
　
一ｔ
薔
寺
Ｉ
三
貞
姜
一
十二

（八
六
四
）
正
月
十
日
目
至
子
□
手
結
印
□
誦
此
首
右
□
而
逝
生

七
十

一
一　
メ
ニ
■
■
，・・ｆ
三
〓
一

門
同
唱
依
勧
流
行
八
年
七
月
給
□
慈
□
大
師
往
如
来
上
人
元
文
四
年

（
一
三
二
■
二
〓
・二
ｉ
一〓

七
高
僧
上
宮
大
子
御
影
及
右
御
影
御
□
に
光
輪
寺
の
寺
暁
依
康
下
場

（三
ｉ
■
〓
ご

親
鸞
上
人
御
正
忌
法
要
は
十
二
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
な
お
お
取
越
し
は
十
二
月
上
旬
に
行
わ
れ

て
い
る
。

（語
り
べ
学
習
会
）

生
「
　

一Ｌ
Ｅ
　

一〓

・　
一　
　
　
　
一　
一工
〓
■



「

~~

百
月
一
六
日
と
さ
れ
て
い
る

写 真 3・ 10 浄 福 寺

て

い

る

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
三
丁
目
八
番
五
五
号

（下
津
代
里
）

真
宗
本
願
寺
派

・
　

本
尊
　
阿
弥
陀
如
来

沼
山
津
会
所
跡
の
西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
処
に
、
浄
上
真
宗
本
願
寺
派
浄
福
寺
が
あ
る
。

往
古
は
天
台
宗
で
、
本
堂
な
ら
び
に
鐘
楼
門
な
ど
が
あ
る
が
、
創
建
時
代
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
元

亀
二
年

（
一
五
七

一
）
に
木
山
城
主
備
後
守
惟
久
が
再
興
し
た
こ
と
は
記
録
に
あ
る
。

（※
注
記
参
照
）

天
正
年
間

（
一
五
七
三
～

一
五
九

一
）
の
兵
乱
に
罹
り
，
堂
宇
等
す
べ
て
消
失
し
た
が
、
当
時
の
住
職

慈
観
が
辛
う
じ
て
仏
像
の
み
を
土
中
に
埋
め
置
き
、
そ
の
後
観
清
と

一
小
堂
を
建
立
し
て
本
尊
を
安
置
し

た
。
比
叡
山
延
暦
寺
の
末
流
で
、
本
堂
に
は
薬
師
如
来
、
脇
に
観
音
菩
薩
が
あ

っ
て
、
草
創
以
来
何
年
経

っ
て
い
る
か
は
不
明
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

慈
観
よ
り
三
代
目
の
観
清
の
頃
ま
で
は
、
天
台
宗
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
弟
子
秀
海
に
至

っ
て
慶
長
十
八
　
９

年

（
一
六

一
三
）
に
改
宗
。
秀
海
が
浄
福
寺
の
初
代
の
住
職
に
な
っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
一

創
設
は
戦
国
期
よ
り
古
い
が
、
現
在
の
建
物
は
新
し
く
、
山
門
も
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
の

建
立
で
あ
る
。

寺
の
裏
手
に
は
、
広
大
な
共
同
墓
地
が
あ
る
。
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
も
の

で
、
庶
民
の
墓
と
し
て
は
、
か
な
り
古
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
．

承
応
二
年

（
一
六
五
三
）

・
万
治
二
年

。
天
和
二
年

・
貞
享

・
元
禄

・
宝
永

・
正
徳
元

上
早
保

・
元
文

・

寛
保
な
ど
の
年
号
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

通
称
、
浄
福
寺
の
こ
と
を

「沼
山
津
の
下

（し
も
）
の
寺
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

※
注
記

　

（上
益
城
郡
誌
に
よ
る
）

□
□
御
札
之
写
　
　
元
亀
二
年
末
天

生
者
天
迦
陵
□
伽
聟
頼
主
　
木
山
備
後
守
惟
久

奉
□
□
南
浮
□
扶
桑
朝
四
海
□
肥
之
後
州
□
風
山
浄
福
寺
□
□
□
我
等
今
敬
礎

二
一一
　ヽ
　
一一
Ｆ
一一　
　
　
二
一　
・

二
ヽ

ゴ

奮

一言
　

¨
一　

）

（語
り
べ
学
習
会
）

ヽ

．‘

罐箋鍾

一
●
●
一
■



写 真 3・ 11 妙 見 社  妙 見 さ ん

な
お

『熊
本
市
史
　
別
編
第
二
巻
　
上
益
城
郡
誌
　
沼
山
津
村
」
に
よ
れ
ば

『熊
本
西
光
寺
の
法
弟
で
あ
る
秀
海
が
、　
一
代
僧
業
の
許
可
を
得
た
。
そ
の
後
願
い
続
け
た
の
で
世
襲
と

な
り
、
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
八
月
願
に
よ
つ
て
、
永
代
庵
室
の
公
許
を
得
て
、

「浄
光
庵
」
と
称
じ

西
光
寺
の
末
庵
と
な
る
。

明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
七
月
、
寺
号
公
称
の
許
可
を
得
て
、
浄
福
寺
と
改
め
た
。

同
十
二
年

（
一
八
八
〇
）
四
月
、
本
派
宗
規
網
領
に
基
づ
き
、
本
山
直
末
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
』
と
記

さ
れ
て
い
る
。

親
鸞
上
人
御
正
忌
法
要
は

一
月
九
日
か
ら
十
日
ま
で
、
な
お
お
取
越
し
は
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（語
り
部
学
習
会
）

〔
出
日土
　
詩手

　゙
〕

7

孤
ツ
　
日
几
　
韓
供

（妙
見
さ
ん
）
　

（
マ
ッ
プ
番
号
　
１４
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
四
丁
目
五
番
四
五
号
　
（上
津
代
里
）

沼
山
津
の
中
津
代
里
の
第

一
公
民
館
前
に
あ
る
小
堂
で
妙
見
さ
ん
と
呼
び
、
俗
に

一火
の
神
さ
∴
一　
三

一言口，つノ０

社
殿
は
小
さ
い
が
男
女
神
像
各
二
体
、
つ
ま
り
二
対
の
神
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
．
墨
書
銘

″一
）て
こ
女
〓

像

一
体
の
背
部
に

「願
主
　
九
右
衛
門
」
と
あ
る
の
み
で
、
他
に
は
紀
年
そ
の
地
の
徴
７
・・ゴ
ざ
ｔ
Ｅ
■
■

国
郡

一
統
志
に
は
妙
見
は
記
載
が
な
く
、
肥
後
国
誌
に
は

一妙
見
宮
一
と
見
え
て
い
る
つ
て
江
戸
中
期

に
祀
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
付
近
は
湧
水
地
帯
で
、
現
在
で
も
井
戸
は
浅
く
て
自
噴
す
る
の
で
、
妙
見
を
記
る
の
も
故
な
し
と

し
な
い
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

開
基
　
建
立
年
月
不
明

堂
　
　
新
築
落
成
　
　
　
　
　
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
十
二
月
吉
日
、
奉
納
者

一
八
名
の
名
前
が
あ
る

-20-
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写 真 3・ 12 妙 見 社 の 神 像

開
基
　
建
立
年
月
不
明

堂
　
　
新
築
落
成

ら二一古一Ｆ

間
口
×
奥
行

仕
様

神
像
　
鎮
座
男
神
像
二
体

女
神
像
二
体
膝
立
座
像

そ
の
他

8

品
Ｔ
感
件
ル
袂
・田
事
質
米
館
岬
普
土
　

（
マ
ッ
プ
番
号
　
１５
　
）

（通
称
　
堂
ん
前
の
観
音
さ
ん
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
三
丁
目

一
ｏ
番

　

（中
津
代
里
）

小
池
～
御
船
行
き
産
交
バ
ス
沼
山
津
停
留
所
横
。
大
き
さ
正
面
九
尺
、
奥
行
六
尺
の
木
像
瓦
葺
き
で
仏

堂
の
形
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

正
面
に
両
開
き
の
格
子
戸
が
あ
る
。
中
の
須
弥
壇
に
は
、
本
格
子
が
は
め
ら
れ
、
そ
の
中
に
二
体
の
仏

像
が
、
各
別
の
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

左
の
厨
子
は
、
薬
師
如
来
立
像
で
、
右
手
は
下
に
さ
げ
て
与
願
印
を
と
り
、
左
手
に
薬
壷
を
捧
げ
て
い

る
。
右
の
厨
子
に
は
、
聖
観
音
座
像
で
あ
る
。

「国
郡

一
統
志
」
の
沼
山
津
村
の
条
に

「薬
師
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
る
．

建
物
は
、
往
時
の
物
と
は
思
え
な
い
が
、
修
復
す
る
際
は
大
体
同
じ
大
き
さ
に
建
て
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
十
二
月
吉
日
、
奉
納
者

一
八
名
の
名
前
が
あ
る

多
下
ま
で
三
Ｃ
一（
多工　
内
基
礎
喜
匹
Ｃ
）エ

二

一
四
″チ
×
三
三
二
〓

木
造
瓦
葺
き
、
堂
に
妙
見
社
の
額
が
掲
げ
て
あ
る

右
よ
り
男
神
像

・
女
神
像

。
男
神
像

・
女
神
像

男
神
　
衣
冠
東
帯
座
像
　
黒

・
紺
色
な
ど
で
彩
色
　
木
造

二
体
と
も
　
高
三
二
黛
　
膝
張
二
〇
打
　
一属
幅

一
五
ン
　
顔
高
九
打

顔
幅
七
打

束
帯
座
像
　
ピ
ン
ク
色
等
で
彩
色
　
木
造

二
体
と
も
　
高
二
五
】
　
膝
張

一
五
】
　
一月
幅

一
四
″チ
　
顔
高
九
）

顔
幅
七
ン

像
を
祀

っ
て
あ
る
箱
に
、

「奉
納
者
　
明
治
十
四
年
二
月

一
三
日
生

酒
井
百
喜
　
七
八
歳
　
と
り
　
昭
和
六
十
三
年
十
月
吉
日
」
と
記
入

（語
り
べ
学
習
会
）
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〔注
記
〕

一　
　
嘉
永
八
卯
は
、
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）

一
一
月

一
二
七
日
に
安
政
に
改
元
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
は

一
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
当
た
る
。

■
工
■

写 真 3・ 13 中 津 代 里 薬 師 堂

古
文
書
の
記
事
と
古
老
の
口
伝
で
、
浄
福
寺
が
以
前
、
中
津
代
里
に
あ
っ
た
と
言
う
事
、
薬
師
堂
の
供

養
を
、
代
々
浄
福
寺
が
続
け
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
も
、
薬
師
堂
の
二
仏
は
、
往
時
の
浄
福
寺
の
御
本
尊

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

。
秋
津
小
百
周
年
記
念
雑
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

9

下

―
津

竃

楓

里

任
響

何

計

μ

（
マ
ツ
プ
番
号

　
１７
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
二
丁
目

一
四
番

（下
津
代
里
　
一
六
二
〇
番
地
）

沼
１１１
津
二
丁
目

一
四
番
七
七
号

（
一
六
二
ｏ
番
地
）
、
四
時
軒
入
日
の
二
十
布
程
西
の
道
角
の
稲
荷
社

で
あ
る
．

三
尺
四
方
の
小
堂
内
に
一
本
像
の
女
神
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
像
高
十
五
レチ
　
顔
高
三
″チ
　
顔
幅

二

・
五
ン
　
一月
幅
九
ン
　
膝
張
り
は
左
右
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
存

一
〇
ン
を
計
る
。

又
、
は
め
こ
み
の
両
手
を
失

っ
て
い
る
。

像
の
底
面
に

「嘉
永
八
卯
二
月

一
日
奉
彫
刻
仏
師
宮
武

（花
押
）
」
の
墨
書
銘
が
あ
る
。

こ
の
女
神
像
を
納
め
た
と
思
わ
れ
る
木
箱
が
前
に
置
か
れ
て
お
り
、
正
面
に
は

「勧
請
宇
迦
之
御
魂
ヨ
一

右
側
面
に
は

「明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
二
月
古
祥
日
　
沼
山
津
神
社
祀
掌
古
賀
喜
三
太
黎
亨
長
三

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（熊
本
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
〓一　
秋
〓
〓

一至
一手

１０
　
　
魅
鳥
　
ｍ調
助
　
立
日
　
出
日土
　
　
（
マ
ッ
プ
　
ー８
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津
三
丁
目
二
番

秋
津
三
丁
目
の
中
無
田
集
落
の
東
北
部
に
あ
る
正
面
二
間
、
奥
行

一
・
五
間
の
仏
堂
で
あ
る
。

堂
の
棟
木
に
は
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
甲
旧
二
月
五
日
の
棟
札
が
あ
る
。

本
尊
は
木
像
座
像
で
頭
部
に
九

つ
の
顔
が
あ
り
、
十

一
面
観
音
と
し
か
見
え
な
い
が
両
手
を
重
ね
合
わ

せ
て
親
指
を
合
わ
せ
て
お
り
、
胎
蔵
界
大
日
の
法
界
定
印
か
釈
迦
の
禅
定
印
か
薬
師
の
薬
壺
印
で
あ
る
。

像
高
は
四
十
六
打
　
膝
張
り
二
十
七
ン
　
一月
幅
二
十
二
打
　
顔
幅
八

・
五
ン
で
あ
る
。
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一注
証
」

古
賀
喜
三
太
藤
原
辰
臣
は
、
　

沼
山
津
神
社
の
祀
掌

「六

・
ふ
る
さ
と
の
人
物
」
の
項
参
照

像
高
は
四
十
六
打
　
膝
張
り
二
十
七
ン
　
肩
幅
二
十
二
ン
　
顔
幅
八

・
五
ン
で
あ
る
。

Ｊ

Ｉ

ョ

理

ョ

Ｊ

創

■

一■

■

電

理

劃

コ

一側

一督

Ｊ

冒

Ｊ

己

傷

一量

遷

劃

祖

頭
と
両
手
が
判
別
出
来
る
だ
け
で
、
判
定
の
材
料
に
な
る
も
の
が
全
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
腐
食
仏
に

対
比
す
る
と
地
蔵
の
公
算
が
強
い
。

残
高
二
十
七
ン
　
厚
み
九
算
　
肩
幅
十
七
】
　
顔
高
八
・
五
打
　
顔
幅
五
打
で
あ
る
。

な
お
堂
の
前
に
古
賀
氏
の
墓
地
が
あ
り
、
十
基
程
の
墓
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
享
保
を
最
古
と
し
て

元
文
・
宝
暦
な
ど
の
記
年
銘
の
墓
や
古
賀
作
十
郎
の
墓
が
見
え
る
。（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書
）

驚
観
音
　
　
野
原
山
放
光
庵

秋
津
小
学
校
の
西
方
丘
陵
に
あ
り
、
俗
に
鴛
観
音
と
言
う
。

永
禄
八
年

（
一
五
六
二
）
阿
蘇
大
宮
司
家
　
益
城
郡
御
船
城
主
　
甲
斐
明
部
大
輔
親
直

（宗
運
）
　
託
麻

郡
竹
宮
に
驚
城
を
築
き
、
そ
の
与
力
甲
斐
飛
騨
守
正
運
を
以
て
居
城
せ
し
む
。

正
運
入
城
し
て
先
ず

一
宇
の
伽
藍
を
建
立
し
、
瀧
川
村
邊
田
見

（現
御
船
町
辺
田
見
）
黄
海
山
東
禅
寺

洞
春
和
尚
を
招
き
て
開
基
と
し
て
黄
鳥
山
法
光
寺
と
号
す
。
洞
春
和
尚
は
両
寺
兼
職
し
、
十

一
面
観
音

。

薬
師

・
甲
斐
正
運
像
を
自
刻
し
、
仏
殿
に
安
置
す
。

爾
来
次
第
に
繁
盛
せ
し
が
天
二
十
五
年

（
一
五
八
七
）
二
月
豊
臣
秀
吉
九
州
征
伐
と
し
て
大
軍
を
帥
い

て
薩
州
を
攻
め
平
ぐ
。
同
年
五
月
帰
国
の
途
中
大
勢
入
来
り
、
所
々
の
城
を
攻
め
落
と
す
。

此
の
時
甲
斐
正
運
降
参
し
て
城
終
に
陥
る
。
同
時
に
佐
々
陸
奥
守
成
政
に
隈
本
城
を
賜
ひ
、
成
政
入
城
の

後
当
寺
焼
失
す
。

天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
閏
五
月
清
正
公
入
城
以
来
、
同
十
七
年
領
地
巡
検
の
際
、
本
尊
民
家
に
勧

請
し
あ
り
を
今
の
地
に

一
堂
を
建
立
し
、
番
僧
を
置
き
野
原
山
放
光
庵
と
号
せ
し
と
な
り
。

明
治
の
初
土
地
改
正
の
行
は
る
ま
で
は
鶯
の
地
は
、
託
麻
郡
健
軍
村
に
属
せ
り
。

堂
中

一
の
位
牌
あ
り
。
左
の
如
く
記
す
。

大
慈
七
十
八
世
再
中
興
富
庵
開
山
大
梅
常
大
和
尚
禅
師

延
享
三
丙
寅
年

（
一
七
四
六
）
七
月
二
十
三
日
　
　
□
寂
　
放
光
庵

（野
田
幸
平
手
記
よ
り
）

健
Ｆ
浄
，
１

』

Ｑ
Ｕ

９
●一

■
）
，
，
　
・

す.も 雪
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写 真 3・ 17 野 間 薬 師 堂

堂 開
基

Ｈ
　
　
眠
川
．

匪
Ｆ
　
一承
不
　
解
』
　
・菅
土
　
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
卜
　
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津

一
丁
目

一
番
七
四
号

秋
津

一
丁
目

一
番
の
四
っ
角
に
あ
る
小
堂
で
野
間
の
薬
師
堂
と
言
わ
れ
て
い
る
。

お
堂
は
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
九
月
に
改
築
さ
れ
て
い
る
が
、
年
代
な
ど
は
不
明
。

お
堂
の
前
の
手
水
鉢
は
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）

一
一
月

一
二
日
に
奉
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

薬
師
像

建
立
年
月
不
明

木
造
瓦
葺
き
　
間
目
二

。
〇
四
傷
　
奥
行
き
三

・
五
布

木
造
　
円
光
背
　
　
印
相
薬
壺
印

座
像
約
二
〇
】
　
膝
張
り
約

一
五
】
　
一月
幅

一
三
ンチ
　
顔
幅
約
五
】

（扉
が
開
か
ず
正
確
に
計
測
で
き
ず
）

明
治
三
十
八
年
旧

一
一
月

一
二
日
　
□
□
□
中
　
と
記
銘
さ
れ
、
幅
五
〇
ン

高
さ
二
六
シチ
　
奥
行
二
七
″チ

手
水
鉢

（語
リ
ベ
学
習
会
）

１２
　
　
輔
崩
　
科
側
　
五
人
　
洋
鯛
　
宙
白
　
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
２１
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
東
野

一
丁
目
三
番
七
七
号
　
　
（公
民
館
敷
地
内
）

東
野

一
丁
目
の
第
五
公
民
館
の
前
に
あ
る
小
堂
で
新
村
の
天
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
お
堂
は
第
五

公
民
館
の
改
築
の
際
、
現
在
地
に
移
転
改
築
さ
れ
て
い
る
。

神
殿
に
は
、
左
側
は
天
神

・
右
側
は
観
音
菩
薩
の
二
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
年
代
等
不
明
。

ま
た
集
落
移
転
と
同
時
に
祭
祀
し
た
も
の
か
、
ま
た
移
転
集
落
形
成
後
祭
祀
さ
れ
た
の
か
も
不
明
。

慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
加
藤
清
正
が
画
津
塘
を
築
い
た
が
、
そ
の
結
果
秋
津

と
隣
接
の
六
嘉

。
大
島

（現
在
の
嘉
島
町
）

。
飯
野

（現
在
の
益
城
町
）
な
ど
の
村
々
は
水
害
常
習
地
と

な
つ
た
。

六
嘉
村

（現
在
の
嘉
島
町
）
の

一
部
が
そ
の
害
に
耐
え
ず
集
落
こ
ぞ
っ
て
安
住
の
地
を
求
め
て
移
転
し
、

-25-
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写 真 3 18 新 村 天 満 宮

そ
の
ま
ま
六
嘉
村
に
所
属
し
て
い
た
が
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
境
界
変
更
、
そ
の
後
秋
田
村
内
と
な

ス
一
。そ

の
移
転
し
た
下
無
口
村
が
、

「新
村
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
秋
津
新
町
は
そ
れ
に
繋
が
る
町
名

で
、
当
時
の
苦
労
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
新
村
天
神
は
移
転
し
た
集
落
の
人
々
の
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

創
建
　
開
基
不
明

堂
一　
　
木
造
瓦
葺
き
　
間
口
二
八
七
″チ
　
奥
行
三
七
七
打

神
殿
　
左
像
　
衣
冠
束
帯
座
像

右
像
　
菩
薩
座
像
　
　
円
光
背
　
左
手
白
蓮
花
を
捧
げ

右
手
膝
上
に
成
弁
印
か

二
重
蓮
華
座

（語
り
べ
学
習
会
）

〔
　
　
｝′角個
一　
　
，ヽ・ムＦ
杷
　
　
“倫馴Ⅵ【　
　
〕

キ
小

捕
押
　

六ヽ
ヽ
　

，ん

秋
津
地
区
に
は
沼
山
津
か
ら
西
無
田
に
至
る
田
圃
や
川
糖
に
何
ケ
所
も
水
神
さ
ん
が
祀
っ
て
あ
る
。

毎
年
二
月
九
日
、
各
部
落
毎
に
水
神
さ
ん
の
祭
り
が
以
前
は
あ
っ
た
。

水
害
や
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
村
人
は
、
水
の
神
様
を
祭
っ
て
水
に
感
謝
し
、
豊
作
を
祈
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

「川
ま
つ
り
」
を
や
っ
て
川
を
大
切
に
し
た
。

１３
　
０
　
中
無
田
石
塔
水
神

（
マ
ッ
プ
番
号
　
３３
　
　
）

所
在
地
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
字
計
路
　
（鉄
塔
脇
）

木
山
川
流
域
の
石
塔
水
神
は
、
水
神
岡
象
女
神

（み
ず
は
の
め
の
か
み
）
を
祀
り
、
祭
日
は
二
月
八
日

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
九
月
十
九
日
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

形
が
石
塔
に
似
て
い
る
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。
元
々
、
裏
井
手
上
流
端
の
字
計
路
の
中
程
に
あ

っ

―

・

‥
Ｉ

●

■
・　
¨
ｒ

　

　

■
　
　
・　

面
高畔

申
・珊

駆̈
♯

一
増
―
―
柵
．

部―
颯

　́

　̈
¨
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写 真 3・ 19 新 村 天 満 宮 ・ 左 側 神 像 ・ 右 菩 薩 像

で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
九
月
十
九

Ｅ
に
変
更

さ
れ

て
１

■

形
が
石
塔
に
似
て
い
る
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。
元
々
、
裏
井
手
上
流
端
の
字
計
路
の
中
程
に
あ
っ

ｔ
ｔ
，
そ
Ｆ
ｆ
．三
キ
五
生

（
一
九
二
Ξ
）
〓
場
整
備
事
業
で
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
．

建
立
年
月
日
　
　
　
天
保
六
年

（
一
八
二
五
）
乙
未

水
神
　
　
　
　
　
　
高
七
〇
ン
　
幅
三
〇
ン
　
奥
行
三
〇
打
　
上
部
が
鰻
頭
型
に
な

っ
て
い
る
。

中
台
　
　
　
　
　
　
高
三
ｏ
ン
　
幅
五
五
打
　
奥
行
五
五
ン

基
礎
　
　
　
　
　
　
高

一
七
″チ　
幅
八
五
ン
　
奥
行
八
二

・
五
ン

碑
文
に
は
、
次
の
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
水
面
下
で
荒
れ
地
だ
っ
た
所
を
文
化
六

・
七
年

（
一
八
ｏ
九

。
一
八

一
〇
）
に
計
路
の
田
開

き
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
感
謝
し
て
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。

計

路

石

塔

水

神

碑

文

正
面

天
保
六
乙
年

（す
い
じ
ん
　
み
ず
は
の
め
の
か
み
）

↓
小
油
響
田
側
名
な
キ
ス
△
叩

三
月
八
日
祭
日

南
面
碑
文

抑

幾

与

路

登

申

来

平

常

之

水

内

及

四

五

尺

数

百

年

立
本
中
ん
仲
愧
書
加

二

相
側
甫
腸
巳
油
鰭
駅
繭
拠
・

十
人
ル
牝
一一
ハ
ル
し
口
』
片
Ｔ
″
十

二

閣
囲
旧
明
輔
利

田

出

来

仕

候

読

み

一

（そ
も
そ
も
　
き
ょ
ろ
と
申
し
来
た
り
平
常

の
　
水
内
は
四
五
尺
に
及
び
　
数
百
年

来
　
杭
を
定
め
荒
れ
に
相
成
り
層
り
候
虎

文
化
六
七
巳
午
年
に
開
き
明
け
　
新

田
　
出
来

（し
ゅ
つ
た
い
）
仕
り
候
）
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〔注
記
〕

御
惣
庄
屋
　
田
上
文
八

（格
次
）

文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
八
月
か
ら
文
化
六
年

（
一
八
〇

九
）
病
死
す
る
ま
で
沼
山
津
手
永
の
惣
庄
屋
を
つ
と
め
る

沢
田
直
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
七
月
二
日
よ
り
中
無
田
村
の
庄

一

屋
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
十
八
歳
。
亨
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
二
月
両
沼
山
津
村

一

へ
所
替
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
六
月
中
無
田
庄
屋
兼
帯
。　
　
　
一

御
惣
庄
屋

新
田
施
主

右
　
同

右
同
立
合

右
　
同

田
上
文
八

（格
次
）

沢
日
清
七

沢
田
直
助

沢
田
才
助

米
村
吉
〓
良

□
七

建
立
施
主

沢
田
直
助

沢
田
清
七

沢
田
才
助
宇
兵

エ

善
助

益
城
町
史
編
纂
基
礎
資
料

（三
）
福
島
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

計
路
新
開
　
　
文
化
四
卯
年

（
一
八
〇
七
）

一
目
五
町

一
反
八
畝
二
四
歩
　
　
東
沼
山
津
村
　
　
西
沼
山
津
村
　
　
中
無
田
村

右
畝
数
き
よ
路
川
杭
荒
地
之
内
捨
置
候
而
　
　
者
無
益
の
儀
に
御
座
候
間

手
入
床
揚
以
申
処
申
談
　
　
当
卯
年
よ
り
十
五
ケ
年
季
請
中
無
田
村
内
者
而
水
深
に
付

二
十
五
ケ
年
季
請
に
奉
願
候
処
願
之
通
被
仰
付
手
入
仕
申
候
事

１４
　
０
　
中
無
田
間
島
水
神

（
マ
ッ
プ
番
号
　
３４
　
　
）

所
在
地
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
字
月
ノ
輪

（水
門
脇
）

字
月
ノ
輪
水
門
脇
の
間
島
水
神
に
は
次
の
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一　
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
）
六
月
苗
字
御
免
惣
庄
屋
直
触
れ

一　
と
な
る
。

一　
四
十
八
歳
　
一
領

一
匹
と
な
る
。

天
保
六
乙
年
　
↓
　
（
一
八
二
五
年
）

文
化
五
年
　
↓

　

（
一
八
〇
八
年
）

沼 光 吉

山 永 本

津 四 因

直 兵 幡

助 衛 守

浮
島
神
社
社
人

中
無
田
村
庄
屋

中
ユ、
二il

座
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Ⅲ
ＩＩＩＩ
湘
Ⅲ
師
凹
鵬
開
田
即
鵬
鵬
団
醐
山
田
□
ｍ
ｌｌｌ

一に一一蔽
一̈
」

二
〓

¨

Ｔ

一嘔
Ｆ

Ｆ
ぽ

■

出
・



水

神

岡

象

女

命

南
面

主
牟

大
可

■
建

戊

辰

十

月

願

司
文

化

五

年

、シ;ァ :′     _上     士
fr: ノL ロ

山 永 本

津 四 因

直 兵 幡

助 衛 守

所
在
地
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
字
月
ノ
輸

（水
門
脇
）

字
月
ノ
輪
水
門
脇
の
間
島
水
神
に
は
次
の
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

写 真 3 2  0 無 田 石 塔 水 神

建
立
年
月
日

小
堂
石
造
物

水
神
　
石
柱

も
と
、
赤
井
川

（現
木
山
川
）
矢
形
川
の
旧
合
流
点
の
川
州
に
あ
っ
た
も
の
を
、
昭
和
八
年

（
一
九
二

三
）
河
川
改
修
で
字
月
の
輪
に
移
転
。
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
圃
場
整
備
事
業
で
現
在
地
に
再

移
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

（語
リ
ベ
学
習
会
）

文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
戊
辰

一
〇
月

間
口
　
五
四
ン
　
奥
行
五

一
打
　
軒
下
九
四
打

屋
根
高
三
七
〓
　
間
口
七
八
ン
　
奥
行
七
五
】

基
礎
高
　
五
打
　
間
口
七
四
ン
　
奥
行
六
六
打

高
　
　
七
八
″
　
幅
　
一
八
ン
　
奥
行

一
三
ン
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１５
　
０
　
中
無
田
野
間
橋
際
水
神

（
マ
ッ
プ
番
号
　
３６
　
　
）

所
在
地
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
字
前
塘
ノ
元
　
（野
間
橋
際
）

野
間
橋
際
水
神
は
、
高
さ
六
四
ン
　
幅
二
一
七
】
　
奥
行
二

一
四
ン
の
台
座
の
上
に
、
高
さ

一
二
ｏ
打

幅
八
ｏ
ン
　
奥
行
三
〇
身
の
自
然
石
を
御
神
体
と
し
て
秋
津
川
野
間
橋
際
の
堤
防
上
に
祀
っ
て
あ
る
。
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氏

子

中




